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スペイン語の内地留学研修を通して県内の日本
語教室を参観した時から、「私も日本語教室で教
えてみたい！」と思うようになり、晴れて昨年度か
ら本校の日本語教室を担当することになりました。
当初は日本語の初期指導を必要とする生徒がいな
かったので、教科補充指導が中心の順調 (?) なス
タ トーを切りました。しかし、次第に約３ヶ月に1
名のペ スーで初期指導を必要とする生徒が編入し
てきました。やがて穏やかな日々が一転し、今で
は大盛況、大忙しの毎日を送っています。
本校の日本語教室は、私の他に英語科の教員免
許を持つ先生が 1 名、中国語、ポルトガル語・ス
ペイン語が堪能な２人の先生、そして英語を話す
ボランティアの先生の5 名体制で指導に当たってい
ます。加えて、前任の日本語教室担当の先生の幅
広いサポ トーも得ることが出来るので、大変恵まれ
ていると感謝しています。
日本語教室を担当して約一年半が経ちましたが、
外国人生徒の日本語や学習への理解は様々で、毎
日の指導はいまだに暗中模索といったところです。
加えて今年は、私自身が英語の授業を週に９時間
担当しているため、日本語教室に関わる時間は限
られてしまいます。私が日本語教室の授業準備が
間に合わない時は、支援の先生方が教材を用意し
て、どんどん授業を進めてくださるので助かってい
ます。そんな授業の合間にも、生徒と雑談をしたり
悩みを相談されたりと、貴重な時間を最大限に活用
してコミュニケーションを図っています。私との話を
終えて笑顔で教室へ戻っていく生徒の姿を見ると、
私も疲れを忘れて元気になります。
小学校と中学校の大きな違いは、高校受験とい
う大きな試練が待っていることです。まだ日本語の
初期指導を必要とする生徒であっても、受験に臨
まなければなりません。日本語指導、教科指導そ
して受験準備などやるべきことは盛りだくさんです。
この２学期からは、高校受験対策としての作文指
導や面接対策も始めました。
日本語教室での指導はまだまだ覚えることがたく
さんあって大変ですが、毎日がとても充実していま
す。一緒に指導に当たる先生方は、全員が女性で
性格もよく似ているため（私が勝手にそう思ってい
るだけ）、チームワークはバッチリです。また生徒
の出身国も様々です。中国、フィリピンそしてボリ
ビアなど、色々な生徒が入れ替わり通級してくるの
で、一日で世界一周ができそうです。それぞれ異
なった母語を話す生徒同士が、覚えたての日本語
で話している姿を見ると、とても微笑ましくなります。
慣れない日本で頑張っている生徒達を見ると、
この日本語教室がかれらにとってよい“ 居場所 ”と
なってくれることを願います。生徒も私も多くの人に
助けてもらいながら、今日も日本語教室は元気いっ
ぱい活動（営業）中です。
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9月 4日～13日の10日間、スリランカのサルボ ダヤ本部にお世話になりながら、スリランカ国内の
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私は今年の夏に国際キャリア開発プログラムの一
環で重田先生と陣内先生と一緒にスリランカを訪問
した。今回の訪問の契機となったのは、重田先生
の講義でサルボダヤ運動に興味が湧き、どのよう
な活動をしているのか気になったからである。
最初にサルボダヤ本部のセンターでサルボダヤに
ついての講義を聞いた。そこでサルボダヤについて
深く知ることができた。サルボダヤとは政府にも、
民衆にもどちらに対しても中立な立場で物事に接す
る中立的な機関であり、主な活動としては国家の繁
栄のための貧困者の救済である。理想は宗教の壁
を超えて、さまざまな人々がいる中での平和を唱え
ている。そのために貧困の差関係なく、上部の人
も下部の人々に手を差し伸べている。つまり、国家
観光やサルボダヤ運動についての講義、インタ ンー
シップなどを行った。
8 ～ 9日は都市キャンディの観光をした。まず紅
茶工場を見学させてもらった。スリランカの紅茶は
世界的にも有名である。実際に試飲させてもらうと
普段日本で飲むものよりもさっぱりしていて飲みや
すかった。工場の近くには茶葉の畑も広がってい
た。夜には、仏歯寺という寺を訪ねた。ここには
仏様の歯が保管されており、歯が入った箱が一般
に公開されることもある。昔は、この仏様の歯を所
持することが、国の権力者である証だったそうだ。
また、象の孤児院も訪ねた。ここでは、群れから
はぐれた象などだけでなく病気や怪我をしている象
も保護している。象たちが一斉に川で水浴びをす
る様子はすごかった。ここは有名な観光スポットで、
国内外から多くの人が訪れていた。
また、スリランカと日本の文化的な違いも面白
かった。食事は基本的に三食カレーであり、人々
は手づかみで食べる。午前と午後には必ずティー タ
イムをはさむ。また、トゥクトゥクという小さな車両
がタクシーのように利用されていた。
最後の二日間は、幼稚園と孤児院でインターン
シップをさせていただいた。幼稚園では子供たち
と歌や踊り、工作などをした。孤児院では子供た
ちの着替えの手伝いをしたり、一緒に遊んだりした。
先生たちは英語を理解できたが、子供たちはシン
ハラ語しか理解できないため、コミュニケーション
をとるのが難しかった。しかし、子供たちは私を温
かく迎えてくれて楽しい時間を過ごすことができた。
今回の体験で、サルボダヤ運動についでだけで
はなく、スリランカと日本の文化的な違いや、スリ
ランカの魅力的な点など、多くのことを知ることが
できた。機会があったら、またスリランカを訪れて
みたいと思った。
